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論文審査の要旨 

 

鎖骨下動脈閉塞性病変に対するステント留置術は有効な低侵襲治療法とし

て報告されているが、長期成績に関する検討は少ない。本研究では血管内超音

波（Intravascular Ultrasound; IVUS）を併用した鎖骨下動脈閉塞性病変に対

するステント留置術を行った連続 24 例 25 病変の初期ならびに長期成績が検討

されている。 

全例でステント留置および血管拡張に成功し、平均残存狭窄率は DSA；2.6%

であった。IVUSによる石灰化の程度は、なし；1(4%)、軽度(1/3周以下)；23(92%)、

中等度(1/3 - 2/3 周)；1(4%)で、高度(2/3 周以上)のものはなかった。周術期

合併症は認められず、上肢虚血症状、盗血現象、上肢血圧左右差はいずれも治

療後消失し、経過観察中の脳梗塞は認められなかった。術後 4 年経過時点でス

テント留置部より近位側に狭窄がみられた 1 例を除いて再狭窄はなく、全例で

ステント内に再狭窄は認められなかった。 

これらの結果から、IVUSを併用した鎖骨下動脈閉塞性病変に対するステント

留置術の長期治療成績は良好であり、IVUS による病変部位の評価ならびに拡張

効果の評価は再狭窄率の低減に寄与する可能性が示唆され、鎖骨下動脈閉塞性

動脈硬化症の治療において重要と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに鎖骨下動脈閉塞性動

脈硬化症に対する経皮的血行再建術の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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